
 

 

会員各位 
LS 研 2013／0111 号 

2013 年 5 月 31 日 
FUJITSU ファミリ会 LS 研究委員会 

幹事長 黒野 尚 

LS 研 2013 年度 第 1 回 マネジメントフォーラムのご案内 
 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
また日頃 LS 研運営にご支援、ご協力を賜り、厚くお礼申上げます。 
LS 研会員の皆様におかれましては、企業内における ICT 部門への期待が高まる中で現状とのギャップから

日々多くの課題を抱えておられることと思います。 
そこで LS 研会員のマネージャー層の方々を対象としたマネジメントフォーラム（旧マネジメント分科会）

を以下の要領で開催致します。本フォーラムでは、参加者同士忌憚のない意見交換を行うと同時に、担当する
2 名の幹事からアドバイスを受けながら討議にご参加頂きます。 
つきましては、ぜひ本フォーラムへのご参加を賜りたくご案内申し上げます。 

敬具 
記 

１．開催日程  ：2013 年 7 月 30 日（火）～31 日（水） 
２．開催場所  ：湘南国際村センター（神奈川県 三浦郡 葉山町） 
３．テーマ   ：「ビジネスに貢献する ICT 部門を目指して」 

            ～最前線のリーダーが、今、何に取り組むべきか～ 
企業のICT部門は、ICTの企画・構築・維持運用を担うと同時に、企業経営を支える
部門としての重要な役割が期待されています。より競争力が求められ、変化するニ
ーズへの対応等、日々の悩みに頭を抱えるリーダーは数多いことから、参加者同士
で意見交換しながら、ICT部門のビジョンメイキングを策定すると同時に「ビジネ
スに貢献するICT部門について」を討議します。 

    ４．アドバイザー：LS 研幹事の中から以下の 2 名がアドバイザーとして参加します。 
東京海上日動システムズ株式会社 取締役 颯田 雅之 様 

                      パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 常務取締役 黒野 尚 様 
  ５．募集対象  ：ICT企画部門、ICT部門 マネージャー層 １６名 
              （申込み期限前でも定員に達した時点で締切らせて頂きます。） 

６．参加費用  ：２０,０００円／名 （消費税・食事・宿泊代・テキスト料金含む） 
         ※JR 新横浜駅までの交通費往復は、各自個別にご負担下さい。 
７．申込方法  ：LS 研 Web サイトよりお申し込みください。 
         http://jp.fujitsu.com/family/lsken/activity/m-work-group/13/entry/01.html   
８．申込期限  ：2013 年 7 月 12 日（金） 

  ９．スケジュール（予定）：  
   ＜7 月 30 日（火）＞  ※プログラム内容は一部変更する場合もございますのでご了承下さい 

時 間 内  容 
10:00 JR 新横浜駅前バスターミナル集合、バスで移動 
11:30 ■オリエンテーション（研修の狙い、進め方など） 
12:30 昼食 

13:30～1８:30 

情報提供：東京海上日動システムズ株式会社 取締役 颯田 雅之 様 
<Step1> 
自己紹介、現状認識の共有 

<Step2> 
現状確認と課題抽出、整理 ＜グループ討議、全体発表＞ 

 



 

 

＜7 月 31 日（水）＞ 
時 間 内  容 

8:30～12:00 
■前日のふりかえり 
<Step3> 
 あるべき姿の検討、整理 ＜グループ討議＞ 

12:00～13:00 昼食 

13:00～16:00 

<Step4> 
 解決策、実現手段の検討 ＜グループ討議、全体発表、意見交換＞ 
■研修のまとめ 
<Step5> 
各自の決意＜実行プランの記入・発表＞ 

16:00～17:30 バスで新横浜駅に移動後、解散 
 
１０． ご集合場所： JR 新横浜駅前バスターミナルに 10 時 00 分にご集合をお願いします。  

            ※ バスで会場まで 
ご案内します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．お問い合わせ先：ＬＳ研事務局  担当：沖野・三浦(則） 

（富士通㈱ カスタマーリレーション部内） 
                            Tel: 03-6252-2581  E-mail: contact-lsken@cs.jp.fujitsu.com 
   ＜ご参考＞ 
 

＊ 前回の実施後アンケートより 参加者のご意見・ご感想 
・他社の同じ部門の人とディスカッションすることで刺激になり、考えるきっかけとなる。 
・今後、経営陣や利用部門に働きかける上での手がかりを掴んだ。 
・担当者目線から経営者目線へ視点を変えることで一歩引いた見方ができた。 
・今一度、自部門がどう思われているか見つめ直したい。 

  
＊ 前回実施風景  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以 上 

この周辺より、バスにご乗車頂きます。 

バス団体名「ＬＳ研マネジメントフォーラム」を 

ご確認の上、ご乗車下さい。 

mailto:contact-lsken@cs.jp.fujitsu.com

